
【事前質問】
項⽬ 内容 回答

タバコカスミカメ
タバコカスミカメの死亡は容易にできるものですか︖植物の枯
死とともに、⾃然と死んでしまうのでしょうか。

植物が枯死すればタバコカスミカメは死んでしまいます。タバコカスミ
カメの成⾍の場合、適切な餌があると25℃条件下で30〜40⽇間⽣存し
ますが、餌がない（⽔だけの）状態だと⼀週間程度で死んでしまいま
す。そのため、植物が枯死すれば⽐較的短期間で死んでしまうと考えて
問題ありません。また、植物がなければ産卵場所もありませんので、次
世代も残りません。

タバコカスミカメ
化学薬剤削減という観点から期待される技術と考えます。施設
の閉鎖環境から出てしまった場合の⽣態系への影響はありませ
んか。

シンポジウムで触れましたとおり、タバコカスミカメはもともと⽇本
（本州以南）に分布しており、とくに⻄南暖地では容易に採集できま
す。冷涼な地域ではなかなか採集できませんが、これは、タバコカスミ
カメが寒さに弱いためと考えられます。今回発売された「バコトップ」
は⽇本在来のタバコカスミカメ＝もともと野外に⽣息しているものを製
剤化していますので、万⼀、施設から出てしまったとしても⽣態系への
影響はないと考えています。また、ヨーロッパでは2000年代初頭から
本種が製剤化され、広く利⽤されていますが、⽣態系へ悪影響を与えた
という話はありません。

タバコカスミカメ
タバコカスミカメがエサ不⾜により害⾍化した際の宿主範囲。
圃場から逃げた際のリスク。北海道での定着⾯など使⽤可能性
はどうか。

上記に同じ

タバコカスミカメ
タバコカスミカメは、⻄⽇本において採取できるのは、８⽉中
旬くらいからであるが、冬の間どういう形態で越冬しているの
かを知りたい。

野外でのタバコカスミカメの⽣態にはまだまだ未解明な点が多々ありま
す。越冬⽣態もその⼀つですが、徐々に知⾒が得られており、近い将来
発表されると思います。



タバコカスミカメ タバコカスミカメに向かない作物(害⾍化する等)を知りたい。

タバコカスミカメの害がでやすい品⽬はミニトマトであり、ミニトマト
で利⽤する際は⼗分な注意が必要です。利⽤する場合は、あらかじめ、
増えすぎた（害⾍化した）場合の対策を準備しておく必要があります。
なお、現時点では「バコトップ」はミニトマトで登録が取れていません
（登録拡⼤申請中）ので使⽤できません。

タバコカスミカメ
果実への⾷害程度や防除コスト、静岡県での施設外での定着度
合について情報をいただけるとありがたいです

果実への⾷害は通常問題になりませんが、害⾍が増えた後、後追いで増
えたカスミカメが害⾍を⾷べつくした後は特に起こりやすく、階級を下
げるほどの⾷害痕が認められる果実もでてきます。防除コストはここで
は細かく⽰しませんが、⻑段どりの作型で１回放飼ならコストに⾒合い
ます。静岡県では⼟着個体も認められることから、逃げ出した場合は施
設外への定着も⾼い確率で起こると思います。

タバコカスミカメ ⽣態について詳しくお聞きしたいです。 講演で紹介済み

タバコカスミカメ
タバコカスミカメの発育ゼロ点と気温の違いによる増殖速度、
捕⾷量の違い、また、寄主作物への影響などにつきて、確認し
ていただきたいです。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ
キュウリのハウス内は湿度が⾮常に⾼くなりますが，タバコカ
スミカメの活動への影響するのでしょうか。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ
2000年代まではどちらかというと害⾍として知られていたタ
バコカスミカメのこれまでの技術開発の経緯について知りたい

講演で紹介済み

タバコカスミカメ ⽣物農薬の開発経緯などについて伺いたいと思います 講演で紹介済み

タバコカスミカメ
トマト、キュウリの周年栽培における害⾍防除の⼀助にできれ
ば助かります。害⾍として作物へ被害を及ぼす可能性や被害程
度についてもお聞きしたいです。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ
タバコカスミカメを集落単位で活⽤していきたいと考えていま
すが、このカスミカメが他の作物に対して直接・間接的に害を
及ぼす知⾒はあるのでしょうか︖

講演で紹介済み



タバコカスミカメ
当管内では主にいちごで天敵資材の活⽤が始まっています。費
⽤対効果や導⼊した⽣産者の感想・⼯夫など聞けると幸いで
す。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ

タバコカスミカメなどの天敵導⼊を検討する農家が増えてきま
した。今回のシンポジウムでタバコカスミカメについて正しい
知識を学び、適切に普及していきたいと考えております。これ
までの導⼊事例で、失敗談などありましたら、教えていただき
たいです。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ 防除の効果についてお聞かせいただけたら幸いです 講演で紹介済み

タバコカスミカメ
若⼲の⾷害もあったので導⼊を⾒送っていたタバコカスミカメ
が現在はどのように利⽤されているのかを知りたいです。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ
これまでのほ場レベルでの試験事例（成功と失敗）を中⼼に使
⽤者の感想も多く聞かせていただければと思います。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ

今回新規登録されたタバコカスミカメの利⽤にはどの程度労⼒
がかかるのか、被害を抑えられるのか、慣⾏と⽐べ薬剤使⽤の
削減につながるか⼤変興味深いです。また、天敵利⽤の今後の
展望についても、どんなものの利⽤が検討されているのか⼤変
興味があります。

講演で紹介済み

タバコカスミカメ タバコカスミカメの実際の導⼊事例を是⾮聴講したい。 講演で紹介済み
製品・品質管理 バコトップの販売価格と放飼⽅法を知りたいです。 講演で紹介済み

農薬登録
登録農薬を増殖（勝⼿に増える）して使⽤することについて、
農薬取締法上の考え⽅はどのように考えるのか。

意図的に増やして配布したり他の圃場・施設へ移すと農薬取締法に抵触
しますが、放飼したものがそこで増える分には問題ありません。

農薬登録
バコトップの登録は「トマト」とのことですが、ミニトマトで
は使⽤できないということでしょうか。

講演で紹介しましたように、現在登録拡⼤の申請中です。現時点では使
⽤できません。

農薬登録 今後イチゴへの適⽤拡⼤の可能性がありますか︖ 講演で紹介済み

農薬登録
現在、適⽤作物はキュウリとトマトということですが、ナスな
どに登録を拡⼤していく展望はあるのでしょうか︖

講演で紹介済み



農薬登録
ミニトマト栽培のコナジラミ対策として導⼊の可能性について
聞かせていただきたい。

講演で紹介済み

農薬登録
今後、適⽤作物について登録拡⼤の予定があれば教えていただ
ければ幸いです。

講演で紹介済み

農薬登録 今後の他作物での登録拡⼤予定についてお教えください。 講演で紹介済み

農薬登録
花き類での利⽤事例や、他作物への登録拡⼤予定などがあるか
聞きたいです。

講演で紹介済み

使⽤⽅法

熊本県にてタバコカスミカメを利⽤した防除について普及・検
討しております。トマト上でのタバコカスミカメ増えすぎ対策
や、⽣産者⽬線でのカスミカメ増えすぎの⽬安など現地事例を
教えていただきたいです。
また、ミニトマトや中⽟トマトに対しての利⽤について、利⽤
事例はあるのか、利⽤するための技術的課題など、併せてお伺
したいです。
よろしくお願い致します。

総合討論で議論した通り、増えすぎの⽬安として⼀律のルールを作るの
は極めて難しいと考えています。⼀⽅で、⽇本さんの講演で紹介した通
り、成⻑点のタバコカスミカメの数を把握することでトマト全体でのタ
バコカスミカメの⽣息状況を推定することは可能ですので、成⻑点での
⽣息数が⽬安になると考えています。ハイワイヤー栽培では、誘引作業
などの際に⼤まかな感触で頭数を確認する程度でも把握は可能です。ミ
ニトマト、中⽟トマトでの利⽤に関しましては、少なくとも福岡県の現
地実証で中⽟トマト（品種︓フルティカ）を扱っていますが、⼤⽟と変
わらない感覚です。静岡県の研究所内においてミニトマト（品種︓千
果）で試験を⾏なったところ、コナジラミに対する防除効果はありまし
たが、コナジラミの増殖の後追いで増えたカスミカメが果実を⾷害し、
作の最後の調査では、⾷害痕のある果実が収穫果の80％以上になりま
した。コナジラミを増やさないように管理するとともに、カスミカメが
増えすぎた際の準備をしておく必要があります。

使⽤⽅法
⼩型の温室と⼤型の温室で温度管理の⽅針が異なってくると思
われます。それによる各地の状況などがわかれば知りたく思い
ます。

ハウスの⼤⼩に加え、作型、品種、産地の⽅針によっても温度管理の⽅
針が異なるため、すべてを網羅するのは難しい状況です。シンポジウム
で紹介しましたように、基本的な原理（増えやすい温度、増えなくなる
温度など）は共通していますので、それを元にその後は産地ごとに試⾏
錯誤する必要があります。



使⽤⽅法

タバコカスミカメをハウストマトに放飼する際、下を⽩マルチ
で被覆してあると、光が乱反射してカスミカメがトマト植物体
に定着しづらくなる可能性があると聞きました。実際に⼀度の
放飼での定着があまり良くなく、追加放飼を⾏うことになりま
した。他の県や圃場でも同様な傾向がこれまでに⾒られたこと
はありますか︖

傍証ですが、これまでの事例では、⽩マルチや反射シートを利⽤する
と、タバコカスミカメの定着に多少の影響はあるものの、定着してしま
えば普通に増殖するようです。

使⽤⽅法
可能であれば、カスミカメのアスパラガスでの導⼊のポイント
をご教⽰いただきたい。

アスパラガスでは定着が悪く、まだ成功事例を聞いたことがありませ
ん。タバコカスミカメが定着しやすい作物とそうでない作物がある程度
分かれているようです。

使⽤⽅法

温存植物としてのクレオメを育てておりますが、このクレオメ
がどうしても、ハイマダラメイガにやられ困っております。タ
バコカスミカメを呼び寄せるため、または温存できるように育
てるための⽅法をの実例をお教えくださいませ。

他で⽰された同様の質問での回答を参照下さい

使⽤⽅法

①⼟着のタバコカスミカメを効率的に捕まえるにはどうしたら
良いか︖
 今年、愛知県（北名古屋市、安城市、豊橋市）で露地でクレ
オメを栽培し捕獲を試みたが上⼿く捕まえることが出来なかっ
た。
②エサ紐(ブラインシュリンプをまぶした紐)の紹介があった
が、市販のブラインシュリンプを作物の葉状に撒いた場合でも
同様の効果が得られるか︖同様の効果が選べる場合、エサ紐を
⽤いる利点があれば教えて頂きたい。
③農薬登録の拡⼤について、現在どのような作物で試験をし、
今度どのような作物での拡⼤を予定しているか︖ また野菜類
登録は検討しているか︖

他で⽰された同様の質問での回答を参照下さい



使⽤⽅法
作物に⾷害を与える密度、その⽬安となるポイントをご教⽰頂
きたいと考えております。また過密になった際の対策もお願い
致します。

講演で紹介済み

使⽤⽅法

トマトに対してタバコカスミカメを上⼿く活⽤してコナジラミ
防除につなげる⽅法
また、タバコカスミカメはトマトに対して加害しないか（果実
や植物体に対して）加害するのであれば、どのような被害がで
るのか、どの程度の密度までであれば、タバコカスミカメは加
害しないかを知りたいです。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
タバコカスミカメによる⾷害（吸汁）を抑えるにはどうするの
が効果的でしょうか。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
増えすぎると被害が出ると聞きました。頭数をうまく管理する
⽅法を教えて頂きたいです。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
タバコカスミカメの放飼に適切な時期、回数と各種作物に対す
る加害程度（頻度）について情報を得たいと思います。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
防除対象害⾍が少ない場合果菜類の果実を加害する恐れはない
でしょうか。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
タバコカスミカメの導⼊試験を⾏ってきました。コナジラミの
防除には有効と思いますが、タバコカスミカメが増えすぎる
と、⾷害を起こすので、頭数の制御には課題があります。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
導⼊して⾷害があった場合、どの程度まで⽣育に影響がないで
しょうか

講演で紹介済み

使⽤⽅法

タバコカスミカメを⽣産現場に導⼊する際に、薬害を⽣じさせ
ないよう適切な放飼密度など、上⼿な使⽤⽅法に関⼼がありま
す。当⽇のセミナーにおいて、導⼊事例などを参考にさせてい
ただきたいと思います。

講演で紹介済み



使⽤⽅法
タバコカスミでは、トマトに対する加害が起きる場合がありま
すが、普及において、そこをどう説明していくのですか︖

講演で紹介済み

使⽤⽅法

夏秋トマト栽培でタバコカスミカメを⾼密度にしない管理法が
必要ですが、ある程度までは増やさないと個体群が維持できま
せん。その変異点の温度条件などを明らかにする必要がありま
す。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
中⽟トマト栽培におけるタバコカスミカメの導⼊について、基
本的なところから知りたいです。メリット、デメリットについ
てもお聞きしたいです。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
施設栽培での、カスミカメ温存に必要な最低温度と最適温度
追加放飼を検討すべきカスミカメの個体密度と、その密度の判
断⽅法

講演で紹介済み

使⽤⽅法
施設栽培の場合、タバコカスミカメはいつの期間（⽉）ならば
放飼可能か。夏の施設の気温でも問題ないか。

講演で紹介済み

使⽤⽅法

現在トマト農場で試験的にタバコカスミカメを導⼊して頂いて
います。当社ではカスミカメによるものと思われる実への加害
が作の終盤になるにつれて頻繁に発⽣し、個体数を抑えるため
に農薬散布を⾏っています。そこで、花や幼果に対して加害し
た場合はどのような症状になるのか、実への加害はどのような
条件で起こるかなどカスミカメによる加害と農薬の効果につい
て詳しく伺いたいです。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
８⽉定植の冬春トマト栽培における効果・効率の⾼い使⽤⽅法
について

講演で紹介済み

使⽤⽅法
タバコカスミカメ剤の使⽤についてですが，天敵温存植物を併
⽤して効果を⾼める⽅が望ましいのでしょうか。それとも，定
期的な散布による防除が望ましいのでしょうか。

講演で紹介済み

使⽤⽅法 天敵⽤餌ひもを使⽤した場合どれぐらい定着率が上がるのか 講演で紹介済み



使⽤⽅法 放飼⽅法について聞きたい 講演で紹介済み

使⽤⽅法
タバコカスミカメの上⼿な使い⽅、失敗しないためには, 何に
注意すべきかをお聞かせください。

講演で紹介済み

使⽤⽅法 天敵の使い⽅ 講演で紹介済み

使⽤⽅法

天敵タバコカスミカメはコナジラミなどの害⾍を捕⾷するが，
植物体も吸汁してしまうと聞いたことがある。できるだけ吸汁
を抑えてコナジラミを捕⾷させるように誘導する⼿段はあるの
か。

講演で紹介済み

使⽤⽅法
カスミカメの効果に期待しています。使⽤⽅法の詳細について
知りたいです.

講演で紹介済み

使⽤⽅法
ミニトマトで使⽤したら、花数が減ると聞いたのですが、当⽇
説明宜しくお願いします。

講演で紹介済み

使⽤⽅法 キュウリで活⽤している事例があればご紹介ください。 講演で紹介済み
使⽤⽅法 製剤の効率的放飼⽅法について 講演で紹介済み

IPM
IPMは、総合的病害⾍管理だと思いますが、⼀緒に使える農薬
についても触れて頂きたいと思います。

講演で紹介済み

IPM
他の天敵昆⾍製剤や化学農薬と組み合わせて使う⽅法を知りた
いです。

講演で紹介済み

IPM
タバコカスミカメと他の防除技術との併⽤について、ぜひお聞
かせいただければと思います。

講演で紹介済み

IPM

タバコカスミカメによるトマト⻩化葉巻病の抑制効果が報告さ
れています（⼟⽥ら, 2017）。促成栽培などを想定し、現地レ
ベルで⻩化葉巻病を抑制するためのタバコカスミカメの利⽤法
や組み合わせる技術がどの程度わかっているのでしょうか。

講演で紹介済み

経営 導⼊コストと放飼の⾒極めがモヤモヤしてます。 講演で紹介済み
経営 費⽤に対しての抑制効果について。 講演で紹介済み



【Q&A未回答・アンケートなど】

タバコカスミカメ
タバコカスミカメに対して、気⾨封鎖剤の効果が少ないのは増
殖速度に対して、ということでしょうか。そもそも、気⾨が封
鎖されにくいということでしょうか

実験等で確認したわけではありませが、体のサイズが⼤きいことが関係
していると思います（気⾨が封鎖されにくい）。

タバコカスミカメ
かんきつの樹上観察ではタバコカスミカメを意識したことはな
いですが、樹⽊上での活動はあまりないものでしょうか︖

世界の情報も含めて詳しく調べたわけではありませんが、カンキツでの
タバコカスミカメの報告はありません。植物との相性があるのだと思い
ます。

タバコカスミカメ 花き類に導⼊した際は、⾷害等の被害は発⽣するでしょうか︖ 花きへの導⼊事例は確認できていません。

タバコカスミカメ
コナジラミ、アザミウマに効果が認められておりますが他に捕
⾷効果が認められそうな害⾍はありますか︖

シンポジウムで紹介しました通り、ヨーロッパではタバコカスミカメが
トマトキバガの防除にも利⽤されています。トマトキバガに限らず、
様々な蛾類に対してタバコカスミカメによる捕⾷が認められています。
海外では、タバコカスミカメがアブラムシ類やハダニ類を捕⾷すると謳
われていますが、少なくとも⽇本国内ではこうした害⾍に対する効果は
確認されていません。オオタバコガなどについても、今後検証する必要
があります。

タバコカスミカメ きゅうりでのタバコカスミカメによる加害はありましたか︖ キュウリ果実の肩部分に⾷害が発⽣する場合があります。

タバコカスミカメ
福岡県の事例でクレオメの成⻑点数の推移とタバコカスミカメ
の数の推移と関連性はありますか。

クレオメの成⻑点が多くなるほど、タバコカスミカメの株全体の推定総
個体数は増加します。また、気温が上がってくると成⻑点での密度が急
激に上昇するため、さらにタバコカスミカメの株全体の推定総個体数は
増加します。

農薬登録
農薬登録の拡⼤について、現在どのような作物で試験をし、今
度どのような作物での拡⼤を予定しているか︖ また野菜類登
録は検討しているか︖

現在のことろ、タバコカスミカメ剤は他の天敵製剤とは異なり、「野菜
類」での登録はできません。作物ごとに適⽤拡⼤申請する必要がありま
す。今後の適⽤拡⼤につきましては、皆様のご要望を受け検討していき
たいと考えています。



農薬登録
タバコカスミカメのパプリカへの適⽤は可能でしょうか︖ ま
たはパプリカへの適⽤の予定はありますでしょうか︖

今回紹介した「バコトップ」は、キュウリとトマトを対象に農薬登録し
ていますので、使⽤対象はキュウリとトマトに限られます。それら以外
の農作物で使⽤すると、農薬取締法に抵触しますので、ご注意下さい。
⼟着のタバコカスミカメであれば、パプリカでも利⽤できます（⾏政上
は、同じ都道府県内で採集された天敵を「⼟着天敵」としています）。
⾼知県では、パプリカの栽培軒数⾃体が少ないのですが、促成栽培で1
軒タバコカスミカメを導⼊されています。スワルスキーカブリダニとの
併⽤で、ハウス内に植えているクレオメで増殖させながらタバコカスミ
カメを活⽤しています。⾍数調査はしていないとのことなので具体的な
効果をお⽰ししにくいのですが、概ね上⼿くいっているとのことです。

使⽤⽅法

温存植物としてのクレオメを育てておりますが、このクレオメ
がどうしても、ハイマダラメイガにやられ困っております。タ
バコカスミカメを呼び寄せるため、または温存できるように育
てるための⽅法をの実例をお教えくださいませ。

クレオメが属するフウチョウソウ科はアブラナ科と⾮常に近い関係にあ
るため、クレオメにはアブラナ科野菜類の害⾍が発⽣することがありま
す。ハイマダラメイガもその⼀つです。天敵温存植物とは⾔え、無防備
で栽培すると⾷害されてしまうことがありますので、育苗に際してはハ
ウス内の空きスペースや遊休ハウス、ミニハウス等、防⾍ネットで守ら
れたスペースを利⽤する等の⼯夫が必要です。その上で、防⾍ネットを
しっかり展張したハウスへ移植すれば、ハイマダラノメイガを防げると
思います。ハイマダラメイガのほかに、⼤型のカメムシ類も寄⽣しやす
いのでご注意下さい。

使⽤⽅法

⼟着のタバコカスミカメを効率的に捕まえるにはどうしたら良
いか︖ 今年、愛知県（北名古屋市、安城市、豊橋市）で露地
でクレオメを栽培し捕獲を試みたが、上⼿く捕まえることが出
来なかった。

愛知県でも普通に発⽣するという報告（私信）がありますので、クレオ
メの数を増やす、ゴマも植えてみる等すれば、採集できると思います。
市街地ですとなかなか誘引されないかもしれません。

使⽤⽅法

餌ひも(ブラインシュリンプをまぶした紐)の紹介があったが、
市販のブラインシュリンプを作物の葉状に撒いた場合でも同様
の効果が得られるか︖同様の効果が選べる場合、エサ紐を⽤い
る利点があれば教えて頂きたい。

市販のブラインシュリンプ卵で同様の効果を得られますが、天敵⽤餌ひ
もに⽐べると、劣化するのが早く、また、カビが⽣えやすいため、注意
が必要です。有効期間も⾮常に短くなります。



使⽤⽅法
防除するタイミングを教えてください。定期的にしています
か。それとも密度をみながらでしょうか。

IPMの体系が構築されている状況でしたら、殺菌剤は定期的に、コナジ
ラミ対策は必要に応じて、となると思います。

使⽤⽅法
露地のゴマでカスミカメを採取する場合、害⾍防除のためのゴ
マへの農薬散布は⾏うのでしょうか︖可能なら使⽤薬剤もお教
えいただけたらと思います。

基本的に農薬散布はしません。そのため、タバコカスミカメを採集する
場合は、害⾍が混⼊しないようにするための⼯夫が必要です。吸⾍管を
使って選別するのが⼀般的ですが、そういった⼿間を省くためにLEDを
使ったタバコカスミカメ補集装置も開発されています。なお、ゴマの収
穫・出荷を考えておられる場合は、ゴマに登録のある農薬を適正に散布
する必要がありますので、ご留意下さい。

使⽤⽅法
露地栽培や⾬よけ栽培でタバコカスミカメを使った事例があり
ましたら教えてください。

露地栽培につきましては、⻄南暖地を中⼼に、露地ナス栽培で⼟着のタ
バコカスミカメの利⽤が普及しています。なお、「バコトップ」は露地
では登録がありませんので、くれぐれも使⽤しないで下さい。⾬よけ栽
培については、今回のシンポジウムでご紹介したとおりです。

使⽤⽅法 露地での活⽤の検討は、されている事例はありませんか。
バコトップの露地栽培での利⽤事例はございません。また、現在のとこ
ろバコトップの露地栽培の作物への適⽤拡⼤の予定はございません。

使⽤⽅法
事例発表ありがとうございました。⽣産現場に対して普及させ
る上で、普及の制限要因として考えられることがあれば教えて
いただければと思います。

天敵温存植物の育苗、天敵の費⽤負担、いつも使っている農薬をタバコ
カスミカメに影響のない農薬に変更する⼼理的負担感、⽣産者の不安や
疑問に寄り添える機関があるかどうか、等が挙げられます。

使⽤⽅法

いじわるな質問です︕ カスミカメに影響の無い殺⾍剤は限ら
れているとのことですね。栽培初期には薬剤防除が効果的との
ことですが，その薬剤の使⽤頻度が⾼まった場合に，抵抗性リ
スクが⾼まると⼼配です。今後，どのように対応しましょう
か︖⼀緒に考えていきましょう︕

ありがとうございます。ご指摘の通りです。栽培初期には、きゅうりで
はスワルスキー、トマトではベミデタッチや気⾨封鎖剤など、抵抗性リ
スクが⾼まらない⼯夫をすることは、他の体系と同様に取り組むべきこ
とだと思います。

使⽤⽅法
バーベナとクレオメの違い、どちらが使いやすいかなどを教え
ていただけませんか︖

タバコカスミカメがより早く増えるのはクレオメですが、クレオメは⼤
きくなり過ぎてしまうため、配置する場所を選ぶのが難点です。バーベ
ナはクレオメほどタバコカスミカメの増殖が早くありませんが、⼤きく
なっても草⾼は30cm程度ですので、植栽場所を選ばず、トマトの畝上
にも植栽できるのが特徴です。



使⽤⽅法

タバコカスミカメによる⾷害が増えた際に農薬によって密度を
下げるようにしていますが、マニュアルで×になっている薬剤
が効かないことがあります。特に夏の気温が⾼い時期にネオニ
コチノイド以外の農薬を使⽤した際にその傾向が顕著です。展
着剤との併⽤などタバコカスミカメに効果的な農薬の散布⽅法
などはありますか。

これまでの報告でも、タバコカスミカメに悪影響のある農薬の効果が夏
場に落ちてしまうことがあるようです。原因は不明ですが、夏場はタバ
コカスミカメの活動が活発であること、タバコカスミカメの発育が⾮常
に早く、農薬が効かない／（効きにくい）卵から出てきた次世代がすぐ
に増えることが原因と考えられます。また、トマトの場合、散布ムラや
薬剤が当たりにくい場所（巻いた複葉のなか等）にタバコカスミカメが
潜んでいることも原因と考えられます。

使⽤⽅法
ハウス周囲でのクレオメ等の温存植物栽培でコナジラミの⾶び
込み抑制等は考えられるでしょうか。

ハウス周囲に⼗分なスペースがあり、栽培管理できそうでしたら、天敵
温存植物を植栽して⾶び込みを抑制できるかもしれませんが、促成栽培
の場合は天敵温存植物が枯死してしまうのが問題です。また、コナジラ
ミはクレオメよりもトマトが好きだと思いますので、コナジラミを引き
つける⼒は弱いかもしれません。

使⽤⽅法

(沖縄県⽯垣市)ナス栽培の前半は最初は殺⾍剤を撒いているの
で防除ができるのですが、後半にコナカイガラムシが増えてし
まうので、⼟着カスミカメを殺さないような対処法等があれば
教えていただけると幸いです。

コナカイガラムシが増えてからではタバコカスミカメを殺さない対処法
はないと考えています。定期的にラノー乳剤やボタニESなどを使⽤し
て増やさないこと、またコナカイガラムシの発⽣源となるであろう雑草
対策の徹底しかないと考えているのですが、カイガラムシ対策に苦慮し
ています（⾼知県）。

使⽤⽅法
事例発表ありがとうございました。⽣産現場に対して普及させ
る上で、普及の制限要因として考えられることがあれば教えて
いただければと思います。

［静岡県］天敵温存植物の育苗、天敵の費⽤負担、いつも使っている農
薬をタバコカスミカメに影響のない農薬に変更する⼼理的負担感、⽣産
者の不安や疑問に寄り添える機関があるかどうか、などが挙げられま
す。
［福岡県］タバコカスミカメの加害に対する不安（増えすぎたと農家が
判断する⽬安や、適正な密度に管理する⽅法が確⽴されていないこ
と）、トマト⻩化病の発⽣、などが挙げられます。
［⾼知県］全ての⽅が温存ハウスをお持ちではないので、タバコスミカ
メの数の確保が⼤変です。初期から⼗分量のタバコカスミカメを投⼊で
きないとウイルス病防除は難しいと考えています。



使⽤⽅法
忌避剤の効果についてはあまり触れられていなかったと思うの
ですが、忌避剤の効果はどの程度あるのでしょうか︖

促成栽培の場合ですと、トマトの育苗期から⽣育初期のコナジラミが増
殖しやすい時期に毎週散布することで、コナジラミに対する⾼い密度抑
制効果を得られます。

使⽤⽅法
残念ながら半促成栽培地区ですので、今後の進展に期待したい
と思いますが、やはり、春からの増殖期には難しいのでしょう
か︖

［静岡県］3.4⽉定植7⽉終了の作型で何回か試験をしました。定植時
または定植直後に放飼すると、防除効果が⾒込めるのは5⽉下旬くらい
からです。その後は気温の上昇に伴いカスミカメは増殖し、コナジラミ
を防除してくれました。ただし、作の終盤のみ防除効果が得られるの
で、コナジラミを外に出さない対策には効果的ですが、 殺⾍剤の散布
回数はあまり減少しません。そのため、コストを考えると厳しいかもし
れません。
［福岡県］半促成ではありませんが、促成栽培の12⽉放飼（餌ひも利
⽤）の試験を⾏い、3⽉下旬からトマト上でタバコカスミカメが⾮常に
多く観察されました。ただし、施設の温度管理はやや⾼めで、天敵温存
植物を複数導⼊している条件で試験しています。

IPM
バンカープランツ（クレオメ）にカイガラムシが多発しており
カイガラムシの農薬を使わずにクレオメを使⽤していきたいの
ですがアドバイスがありましたら、お願い致します。

上記のコナカイガラムシに関する質問と同じ回答になりますが、クレオ
メの周りからカイガラムシの発⽣源となるようなものを絶つしかないと
考えます。

IPM
タバコカスミカメとともに使える防除剤として、ツヤコバチの
可能性を教えてください。

トマトなどカブリダニ類が有効に働かない作物の場合には、タバコカス
ミカメが⼗分増加するまでの間、オンシツツヤコバチやサバクツヤコバ
チの放飼によりコナジラミ類の密度増加を抑制する⽅法も検討の価値が
あると思います。

その他
スワルスキーの放飼量が通常の使⽤量の倍となっていますが、
産地では４本／１０ａが基本となっているのでしょうか︖

産地での基本的な指針は定植時と主枝摘⼼時に放飼することになってお
り、それぞれの放飼量の⽬安は2本/10aです。追加放飼時については、
どれくらいスワルスキーが定着しているかで本数が変わるので、放飼量
の⽬安を「4本/10a」とはしていません。


